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連する用語を検索した。2016 年 2 月 3 日までに発表
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障害者支援施設における「不適切なケア」の因子構造
岡本健介 *　山本まき恵 *　谷口敏代 **
　
要旨　本研究は障害者支援施設における不適切なケアの因子構造を明らかにすることを目的とした。中国地













































































NET（2016 年 7 月時点）及び県障害福祉課に登録










































































し、「1. 全くない、2. 時たま、3. 月に一回、4. 週に 1 回、
5. 毎日」の 5 段階で評定を求め、体験が多いほど得















ｎ ％ 平均 SD Range
性別 男性 268 46.4
女性 309 53.6
年齢 37.7 11.4 19-69




















現在の職場での経験年数 8.8 8.4 0.2-38.4
福祉系の仕事の経験年数 10.5 9.1 0.0-38.4
雇用形態 非正規社員 44 7.6
正規社員 533 92.4
交代勤務 交代なし 74 12.8
交代あり 502 87.2




研修 リスクマネジメント関連 117 20.3







職場の委員会活動 苦情解決委員会 253 43.8









ｎ ％ 平均 SD Range
性別 男性 268 46.4
女性 309 53.6
年齢 3 .7 1.4 19-69




















現在の職場での経験年数 .8 8.4 0.2-38.4
福祉系の仕事の経験年数 10.5 9.1 .0-38.4
雇用形態 非正規社員 4 7.6
正規社員 5 3 92.4
交代勤務 交代なし 74 12.8
交代あり 502 87.2




研修 リスクマネジメント関連 17 20.3







職場の委員会活動 苦情解決委員会 253 43.8
（複数回答） リスクマネジメント委員会 167 28.9

























た。適合度の指標は CFI（Comparative Fit Index）、
AGFI（Adjusted Goodness of Fit Index）は 0.9 以上、
RMSEA（Root Mean Square Error of Approximation）
は 0.1 未満を基準とした。統計解析ソフトは、「IBM 




268 名（46.4％）、女性 309 名（53.6％）であった。
平均年齢は 37.7 ± 11.4 歳、現在の職場での経験年数
は 8.8 ± 8.4 年、福祉系の仕事の経験年数は 10.5 ±
9.1 年であった。保有資格は、介護福祉士が 234 名
（40.6％）ともっとも多く、次いでホームヘルパーが
131 名（22.7％）、保育士 123 名（21.3％）、社会福祉
士 64 名（11.1％）の順であった。雇用形態は、正規
社員が 533 名（92.4％）、非正規社員が 44 名（7.6％）
であった。利用者の主な障害種別は、知的障害が
316 名（54.8％）、身体障害が 81 名（14.0％）、重複
障害が 50 名（8.7％）、精神障害が 3 名（0.5％）の
順であった。交替勤務の有無について、交代ありが
502 名（87.2％）、交代なしが 74 名（12.8％）であっ
た（表 2）。
　不適切なケアの探索的因子分析の結果、9 項目削




























ら れ た（r=0.265 〜 0.681）。Cronbach の α 係 数 は
それぞれ順に 0.807、0.694、0.527、0.476、0.491 で
全体では 0.810 と高く、検証的因子分析の結果は、

















































5利用者に対して、ぞんざいな受答えをしてしまったことがある。 0.919 -0.110 -0.05 -0.031 -0.045
13利用者に対して、命令口調をとってしまったことがある。 0.708 0.108 -0.045 -0.126 -0.052
2利用者に対してその年齢にふさわしくない接し方をしたことがある。 0.654 0.007 0.058 -0.018 -0.067
10利用者の言動をからかったことがある。 0.579 -0.039 0.099 -0.037 0.133
17利用者に対してその年齢にふさわしくない呼称で呼んだことがある。 0.473 0.180 -0.084 0.011 0.073
8利用者の訴えに対して、故意に無視したことがある。 0.462 -0.004 0.026 0.181 0.075
Ⅱ．施設・職員の都合を優先した行為（Cronbach α=0.694）　4項目
18他者から見える位置で、利用者の衣類の着脱を介助したことがある。 -0.059 0.603 0.204 -0.025 -0.01
16時間がかかるため、利用者の衣類の着脱など、できることまで介助したことがあ
る。 0.082 0.575 -0.118 0.213 -0.063
19本来は職員の業務であることを、利用者にお願いしたことがある。 0.168 0.462 -0.114 -0.022 0.291
26利用者の外出を施設側の理由で制限したことがある。 -0.085 0.436 0.017 0.016 0.347
Ⅲ．プライバシーに関わる行為（Cronbach α=0.527）　3項目
9利用者に対して事前に了解を取らずに居室などプライベートな部分を見学者に
見せたことがある。 -0.004 -0.052 0.558 0.094 0.024
4自治体からの広報物やチラシなどを利用者・代理人に断りなく開封したことがあ
る。 -0.04 -0.1 0.496 -0.017 -0.005
12同意を得ず、利用者の私物を処分したことがある。 0.062 0.142 0.491 0.046 -0.074
Ⅳ．職員の怠慢（Cronbach α=0.476） 　2項目
22おむつ交換の時間は決まっているため、排泄の兆候があっても時間が来るま
で交換しなかったことがある。 -0.025 -0.099 0.008 0.636 0.108
25夜間のおむつ交換や排泄誘導を意図的に減らしているのがわかったが先輩
なので黙っていたことがある。 0.013 -0.112 0.04 0.484 0.224
ⅴ．自己決定侵害（Croncach α=0.491）　2項目
20利用者の電話や手紙などの連絡手段を制限したことがある。 0.004 0.21 -0.054 -0.093 0.581
23利用者の同意を得ず希望する衣類の購入を拒否したことがある。 -0.08 -0.036 0.074 0.217 0.536
因子間相関 1
2 0.681 1
3 0.564 0.545 1
4 0.488 0.539 0.349 1




























































































































１ ）厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部障害


























































Factorial structure of "inappropriate care" in support 
facilities for the disabled
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Abstract　This study attempts to determine the factorial structure of inappropriate care in support 
facilities for the disabled. [Method] The present study examined 577 residential support care workers 
working in 217 support facilities for the disabled in the five prefectures of the Chugoku Region. The 
valid response rate was 44.3%. Inappropriate care was defined as "language and behavior by employees 
that does not rise to the level of cruelty as specified in the Act on the Prevention of Abuse of Persons 
with Disabilities, but carries the risk of violating the privacy and dignity of facility users." Based on this 
definition, 26 items were selected using past studies as references and subjected to exploratory and 
confirmatory factor analyses. This resulted in the generation of 17 items concerning inappropriate care by 
residential support care workers working in support facilities for the disabled that could be organized into 
the following five factors: "use of unjustified language;" "conduct that prioritizes the convenience of facility 
and staff member;" "conduct related to privacy issues;" "negligence of staff member;" and "violations of the 
right to self-determination." All factors contain elements that suggest the need for supporting the dignity of 
facility users, and are believed to be useful for preventing acts of cruelty manifested through the extension 
of inappropriate care.
Keywords：inappropriate care, dignity, self-selection, self-determination, professional ethics
